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７
月
８
日
（
金
）
郡
内
で
、「
第

66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
益
城
地
区
保
護
司
会
御
船
分
会

（
赤
星
良
一
会
長
）
が
主
催
。
同
運

動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
で
展
開
し

て
い
ま
す
。
７
月
は
運
動
強
調
月
間

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
同
会
が
郡
内

４
町
を
巡
回
し
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
町
を
訪
れ
た
同
会
の
一
行
は
、

町
役
場
を
表
敬
訪
問
。
赤
星
会
長
が

「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
住
み
よ
い
社

会
を
目
指
し
て
今
後
も
活
動
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　７月25日（月）、乙女第１仮設団地48戸

（甲佐町田口383番地2・宇城鉄筋協同組合付

近）と乙女第２仮設団地26戸（甲佐町田口

1015番地・森川健康堂㈱研究棟敷地）が完成

しました。

　建設予定の仮設住宅は、全部で228戸。現

在完成したのは、６月に完成した白旗仮設団

地90戸（甲佐町早川2100番地・町営白旗グ

ラウンド用地）と合わせて164戸。残りの64

戸は、８月中の完成を目指して建設を進めて

います。

みんなが元気になるように
白旗小児童が白旗仮設団地入居者へ花を贈呈

安全・安心な社会を築く　
第66回社会を明るくする運動

震災の生活再建に向けて
乙女第１・２仮設団地74戸が完成

▼白旗小児童が種から育てた花と特製のプランターを白旗仮設団地へ贈呈

▲完成した乙女第２仮設団地（森川健康堂㈱研究所敷地）

▼

町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
た
保
護
司
会
の
皆
さ
ん

　

７
月
27
日
（
水
）
白
旗
仮
設
団

地
で
、
白
旗
小
学
校
（
岩
下
勇
治

校
長
１
０
３
人
）
の
４
〜
６
年
生

の
児
童
52
人
に
よ
る
白
旗
仮
設
団

地
の
入
居
者
へ
の
花
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
災
害
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
熊
本

地
震
の
被
災
者
を
励
ま
し
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
。
甲
佐
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
協
力
の
下
、
震
災
後
、
種

か
ら
育
て
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
と

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
特
製
プ

ラ
ン
タ
ー
棚
を
入
居
者
に
贈
呈
し

「
震
災
に
負
け
ず
元
気
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
後
に
は
、
児

童
た
ち
が
同
仮
設
団
地

を
１
戸
ず
つ
訪
問
。
入

居
者
に
宛
て
て
書
い
た

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
手
紙

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

手
紙
を
受
け
取
っ
た

入
居
者
は
、「
こ
ん
な

に
に
ぎ
や
か
な
の
は
、

久
し
振
り
。
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聞
く
と
元
気

が
出
て
き
ま
し
た
。
励

ま
し
の
手
紙
も
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。



Public Relations KOSA
August 20167

　６月29日（水）下横田で、コーラルインター

ナショナル㈱（大城綾子代表取締役社長）の甲佐

工場の地鎮祭が挙行されました。

　同地鎮祭は、施工会社の木村組㈱が主催。大城

代表取締役社長と山川朝源代表取締役会長をはじ

め、奥名克美町長や緒方哲哉町議会議長、建設関

係者など約30人が参加しました。

　同社は、沖縄県石垣市に本社を置く、与那国島

の化石サンゴを原料とするサプリメントや化粧品、

農業用肥料などの総合ミネラル商品の製造販売会

社。２月に同社は町との甲佐工場新設立地協定を

締結しました。

　式典では、山川代表取締役会長が「地域のより

良い活性化の１つになればうれしいです」とあい

さつ。奥名町長が「甲佐工場の建設が本町の復興

のシンボルとなり地域経済活性化のきっかけとな

るよう期待しています」と祝辞を述べました。

　新設される工場は、建築面積2,037.97平方㍍、
鉄骨造平屋建て。７月１日（金）に着工し11月

末の完成を予定しています。

　

７
月
９
日
（
土
）
甲
佐
中
学
校
で
、

甲
佐
町
商
工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）

に
よ
る
豚
汁
の
炊
き
出
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

乙
女
小
学
校
（
上
杉
奈
緒
子
校
長

１
２
１
人
）
は
、
熊
本
地
震
の
影
響

に
よ
り
校
舎
の
使
用
が
で
き
ず
同
中

を
仮
校
舎
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
普
段
と
違
う
環
境
で
勉
強

す
る
同
小
児
童
を
励
ま
し
、
同
中
生

徒
を
勇
気
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
は
、
両
校
の
授
業
参
観

の
後
の
昼
食
時
間
に
合
わ
せ
て
実
施
。

大
な
べ
で
調
理
し
た
豚
汁
は
、
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
な

ど
に
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　７月14日（木）町教育長室で、食農教育

雑誌『ちゃぐりん』の贈呈式が行われました。

　同誌は、（一社）家の光協会が発行する月

刊誌で、農業の大切さや自然との関わり、共

生の役割などについて次代を担う子どもたち

に理解を深めてもらうことを目的に製作され

ています。

　贈呈式では、上益城農業協同（梶原哲代表

理事組合長）の吉水福祉部長より町内４小学

校の４年生を対象として、合計84冊が蔵田

勇治町教育長に贈呈されました。

震災に負けずがんばれ　
甲佐町商工会が乙女小に豚汁炊き出し支援

農業や自然に親しんで　
上益城農業協同組合が食農教育雑誌贈呈

▲上益城農業協同組合が『ちゃぐりん』を町へ贈呈

地域経済の新たな活性化へ
コーラルインターナショナル㈱新工場地鎮祭

▲地鎮祭後、「この新工場立地を地域経済活性化につなげたい」とあい
さつするコーラルインターナショナル㈱の山川代表取締役会長

▼

乙
女
小
児
童
な
ど
に
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
甲
佐
中


